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I.液状化判定ーII.被害想定ーIII.対策

地盤の液状化対策を行う場合には、地盤の液状化が宅地・
建築物に与える影響を想定し、その結果に応じて発生し得
る被害に適切に備える事が大切である。

建築物被害の原因／被害の形態 A B C D
支持力の低下（１次液状化） ●

支持力の低下（２次液状化） ● ●

大きな圧縮沈下 ● ●

流動化現象（水平移動） ●

滑動崩落（水圧の発生） ●



I. 液状化判定について

＊小規模建築物（4号）以外では、基準法に従

った扱いになる。基本的には、学会指針による
標準貫入試験を用いたFl法が多く、動的解析に

よる外力設定、有効応力解析による水圧の評
価などが行われる場合がある。

＊小規模建築物では、Fl法が用いられる事も
あるが、簡易な評価方法（H１ーH２）による評

価やスウェーデン式サウンディング試験を用い
た（Fl）方法が提案されている。



簡易判定法の評価
①Fl法は、液状化の可能性がある地盤を見逃し無く評価可能であ

るが、液状化しない場合が少なくない。

②PL法も、液状化の危険度をほほ評価出来るが、見逃しがある場
合がある。評価する層の厚さなどを考慮すると改善出来る可能
性がある。

③非液状化層（H１−H２法）は、誤差が大きい。

④国土庁法（微地形＋Nsw／５mまで）は、ほぼ、適用可能である。

震度５強程度では、液状化する地盤は、埋立地、埋土、河川改修
などの人工地盤がほとんどであると考えて良い。従って、微地形
分類を丁寧に探ることは有効である。

⑤Flから沈下量Dcyを算定し、液状化の可能性、定量的な沈下量、
位置を考慮して対策を考えることは有益である。

→国土交通省基準整備事業(H27)での結論

⑥液状化マップの精度の課題が浮上（熊本地震）：検討中



地盤の液状化
可能性の程度

微 地 形 分 類

大
自然堤防縁辺部、比高の小さい自然堤防、蛇行州、旧
河道、旧池沼、砂泥質の河原、砂丘末端緩斜面、人工
海浜、砂丘間低地、埋立地、湧水地点（帯）、盛土地

中 デルタ型谷底平野、緩扇状地、自然堤防、後背低地、
湿地、三角州、砂州、干拓地

小 扇状地型谷底平野、扇状地、砂礫質の河原、砂礫州、
砂丘、海浜

液状化しやすい地盤の目安
先ずは、微地形分類



液状化による被害の危険性
宅地造成時に参照

成果に加筆追加
表層の支持力特性
を考慮



新しい調査法と判定法

Flから沈下量Dcyを算定し、液状化の可能性を考える

方法が、沈下量とその位置も判明し、対策上有望で
ある。

小規模住宅では、（スウェーデン式サウンディング試
験＋サンプリング＋地下水位測定など）を行い、簡
易な液状化判定を行うことが可能になった。

H２４〜２５年度で、国土交通省基準整備促進事業
で検討し、２６年度に参考マニュアルを作成）

H２７年度から品確法の中で、「特記」で対応。



0.05kN～1kN
（5 kg～100kg）

スウェーデン式
サウンディング試験

(JIS A 1211)

１kN荷重で貫入25cm毎の
半回転数を測定

↓

Ｎｓｗ
（貫入1ｍあたりの回転数）



スウェーデン式サウンディング試験の
課題とその対応ー１

• １ 土質の判別が困難

• ２ 地下水位の把握が
困難

• ３ 適用深さの限界

• 特殊サンプラーによる
土の採取、採取量が多
ければ含水比、粒度分
布の調査が可能

• スウェーデン式サウン
ディング試験孔を利用
した水位観測

• （ロッド周面摩擦やロッ
ド自重の付加による）
10m程度を限界とする



スウェーデン式サウンディング試験の
問題点とその対応ー２

• ４ 適用強度、硬さの限界
（機器の能力、先端コーン
の磨耗、精度の低下）

• ５ 錘100kg重の労働付加
（人的試験）

• ６ 自沈現象の評価

• Nswの上限150程度とする

ー＞液状化判定では拡大適用
（５００≧Nsw）

• 試験の自動化が進んでいる

• きめ細かい荷重制御、機械
化。最近では、自沈時の荷
重を自動計測している機械
も有る。



サウンディング孔を利用した
サンプリングと地下水位調査





簡易な液状化判定手法の提案

① SWS試験による液状化判定の
ための調査深度は，深度
GL-10ｍまでとする。

② SWS試験孔を用いた地下水位
測定を実施する。

③ SWS試験孔を用いた試料採取
は，深度GL-10ｍまで１ｍ毎に
行う。

④ 採取した試料を用いた細粒分
含有率試験から，細粒分含有率
を求める。

⑤ 戸建住宅一敷地当たりの，
液状化判定用のSWS試験
箇所数は，1箇所とする。

ＳＷＳ試験による地盤調査の方法（原則として）



簡易な液状化判定手法の提案

① 液状化判定は建築基礎構造設計指針に準拠したFɩ計算，
Dcy計算により行う。

② 液状化判定用に用いる細粒分含有率は，SWS試験孔の採取
試料から求めた細粒分含有率に補正を行って求めた「補正Fc」

を
適用する。

( 0% ＜SWSFc≦ 40% )
補正Fc＝ 0.25×SWSFc ％

( 40% ＜SWSFc )
補正Fc＝ 1.5×SWSFc －50 ％

③ 土質区分は，「補正Fc 」による
土質判別（砂質土・粘性土の区分）
を適用する。

ＳＷＳ試験による液状化判定の方法
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簡易な液状化判定手法の提案

④ 液状化判定に用いるN値は，SWS試験のNsw（Wsw）から算出し
た推定N値を適用する。ここで，同算定式の利用は，回転貫入
における空転が無いことの確認を前提とし，液状化判定における
N値の使用に限定する。
Nsw（0～150）： 推定N値 ＝ 2×Wsw＋0.0536×Nsw

Nsw（150～300）：推定N値 ＝10.04＋0.0324（Nsw－150）
Nsw（300～500）：推定N値 ＝14.89＋0.0237（Nsw－300）

ＳＷＳ試験による液状化判定の方法

空転等の有無を確
認できない場合は
Nswの上限を150と
する
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簡易な液状化判定手法の提案

⑤ 土被り圧の算定に用いる湿潤密度は，
土質判別に応じて適切に設定する。

⑥ 地震外力はＬ１地震動を想定し，
地表面最大加速度 amax ＝ 200 gal とする。
また，地震マグニチュードは，原則としてM＝7.5 を用いる。

ＳＷＳ試験による液状化判定の方法


